青明舎　　フェイスシート

平成21年5月18日　担当：福士　一

	登　録　者
	氏　名　　　櫻川　則利　　様　　　　　男・女　　　　昭和45年9月18日生（38歳）

	
	〒　　　　　八戸市大字長苗代字幕ノ内9-2　大和荘　　　　　　　　電話　0178-22-9706

	
	病　　名
	精神遅滞（IQ：53）

てんかん　心因反応
	合　併　症
	なし

	
	発症時期
	
	罹 患 期 間
	

	
	入院回数
	
	延べ入院年数
	1ヶ月

	医療機関
	青南病院（主治医　川端Dr）
	外来受診日
	隔週（月曜日）

	医療区分
	国保（本人）
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	上限額
	手帳種別

	
	
	
	
	有・無
	5,000円
	愛護手帳

（Ｂ）

	経済状況
	年金
	障害基礎年金2級（6.5万円）  　※本人管理

	
	その他
	就労約11万円　　　   　　　　　※本人管理

	障害程度区分
	未申請
	負担上限月額
	円
	相談支援事業所
	

	日中活動の場
	就労（丸昌工藤商店）

	住まいの場
	アパート

	登録日
	H20年11月4日
	身長
	163cm
	体重
	61kg

	最終学歴
	倉石擁護中学部　卒業
	免許・資格
	なし

	職　歴
	三戸水産　　　　(昭和63.11.1職場実習～平成5.1)　　　　※解雇

	
	豊間内長芋組合　(平成5.5　　　　　　～平成8.6)　　　　※解雇

	
	阿部繁孝商店　　(平成8.8　　　　　　～平成12.8.23)　　※解雇

	
	第一ブロイラー　(平成13.4.3　　　　 ～平成14.9.19)　　※自己都合により退職

	
	小村醸造　　　　(平成16.7.8　　　 　～平成16.10.9) 　 ※実習のみ

	
	丸昌工藤商店　　(平成16.11.10　　 　～　　　　　　　　※トライアル雇用を経て平成17.4常用雇用

	保　護　者
	氏　名　櫻川　明男　様　　　　　　　　　　　続柄　長男　　　（同居・否）

	
	住　所　三戸郡三戸町川守田字橋ノ下102-7　　　　　　　　　　　電話0179-22-0488

	親戚
	氏　名　櫻川　亜矢　様　　　　　　　　　　　続柄　兄嫁　　　　(同居・否)

	
	住　所　三戸郡三戸町川守田字橋ノ下102-7　　　　　　　　　　　電話090-7935-8729

	
	氏　名　佐藤　悦子　様　　　　　　　　　　　続柄　長女　　　　(同居・否)

	
	住　所　岩手県二戸市下斗米字玉木79-281　　　　　　　　　　　 電話0195-28-2796

	利用目的
	生活で困った時の相談場所

	入院・治療歴　初診日

幼児期　～　学童期　　　　　　　　　通院　　三戸病院、日赤病院　（てんかん治療の為）

昭和56年4月　～  昭和56年5月　　入院　　北陽病院　　（精神、てんかん、多動の為）

　～　平成20年11月 　通院　　みかわ神経科内科

平成20年11月　～　　　　　　　　　外来　　青南病院

	生活歴

三戸町にて同胞4名第3子次男として出生。出生時には仮死状態であった。言語の遅れがあり、S48年（3才）に知的障害と診断される（日赤病院にて）。三戸小学校3年より特殊学級に編入。S56年（5年生）に知的障害児施設「やまばと学園」に入所し、倉石養護学校へ転校し、中学校卒業まで過ごす。

3～11才までは湊小学校の言葉の教室でトレーニングをしていた。中学校卒業と同時にH1年4月より明幸園に入所。H2年3月30日に一度グループホームに入居したが、短期間のみで明幸園に再入所する。H20年12月より八戸市へ転居して、単身生活となる。



	家族構成
	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

両親は他界している。

・兄～三戸在住。身元引受人となっているが、身元引受人としての関わりは乏しい。年に2回程度（盆・正月）に外泊を受け入れている。

・姉～岩手県在住。協力的。時折本人の買い物に同行してくれている。

・弟～数年前窃盗にて警察沙汰となる。現在は詳細については不明。




　　　　　　　　　　　  平成21年5月18日　担当：福士　一

	氏　名
	櫻川　則利　様
	男・女
	生年月日
	昭和　45　年　9月　18日（38歳）


	長期目標（中期・短期）

	安定して単身生活・就労生活を継続していく


	これまでの経過

	一週間の予定

月曜日

火曜日

水曜日

木曜日

金曜日

土曜日

日曜日

就　労

外来（隔週）

就　労

就　労

就　労
就　労
就　労
訪　問

【就労について】

就労内容：豚、牛の皮に付着している脂肪取り

H16年11月～丸昌工藤商店にてトライアル雇用を経て、H17年4月に常用雇用となり、現在に至っている。勤務時間8：00～17：00の8時間の週6日勤務。現在、仕事内容については特に不安感や不満を訴える事はない。以前は、些細な事で怒り、こっそり、園に戻り欠勤をする事があった（最近ではH21.2月中旬頃）が、自らを振り返り、反省文を書いてきている。未だ聞く態度に問題があり、担当者の方に「うるせっ」と発する事があるが、注意後は、聞く姿勢を改めることできている。「土曜日」を「どろうび」と発音するなど、発声、構音に若干の疎通性の問題はあるが、従業員と適度に交流をとる事が出来ている。

【金銭管理について】

給料は現金受け取りで、以前に帰るまでに使ってしまった事がある。また、多めに小遣いを渡しても必要以上に、たばこ、嗜好品を購入する為、管理が必要である。現在は、一度預金してから、小遣いとして一週間に7500円を引き落とすが、小遣いのほとんどは飲食に使用している様子。その他の引き落としに関しては、買い物予定と金額を本人から確認し、あまり頻回、高額になるようであれば、使用用途を明確にして、ある程度のラインを要している。貴重品の管理がうまくできておらず、多額の金額が入った通帳を管理する目的で現在、貸金庫の申し込み手続きを行っている。

【最近の様子】

H21.4.20

外来受診前に新しい青明舎スタッフと顔合わせしている。貴重品の管理がうまくできておらず、多額の金額が入った通帳を管理する目的で、青明舎スタッフが同行し青森銀行お金の入金と貸金庫申し込み手続きを行うこととなる。郵便局で40万円引き落とし、その後青森銀行へ行き、担当者を通して普通預金と定期預金に20万円ずつ入金している。貸金庫の申し込みに関しては銀行側の都合により後日行うこととなる。本人からの要望で、就労先の担当者と月1回程度会ってほしいとのこと。

H21.4.30

訪問時、金銭管理を実施し、給料を使用用途に分け振り分けをしている。本人から購入物品の希望が多く聞かれているが、使用用途を明確にするよう伝えると、理解して調整する事出来ている。

H21.5.17

体重が昨年11月と比べ7kg増であり、肥満傾向である。周りからも指摘され、自覚はしているとの事。転居してから、毎晩ビール1本と夕食のほかに焼き鳥などを購入して食べている。副作用と、食生活に関して説明をしている。本人より、三社大祭や青明祭などのイベントについて質問があったり、また当事者の会に興味がある様子。後日、情報提供をすることとしている。


金銭管理状況

	金融機関名
	預金形態
	金額
	備考

	青森銀行
	定期預金
	\4,900,000
	

	
	普通預金
	\487,709
	年金収入・光熱費引き落とし

	郵便貯金
	定期預金
	\3,900,000
	

	
	普通預金
	\94,460
	給料の余りを入金

必要時にお金を下ろす


給料は約10万円程度であり、毎月31日に手渡ししている。

生活費内訳

	家　賃
	\32,000

	食　費
	\25,000

	小遣い
	\4,000　×　4　＝　\16,000

	たばこ代
	\35,00　×　4　＝　\14,000

	歯科受診
	

	
	残りは郵貯へ（普通）


	支援内容
	介入方法
	支援期間

	食生活のアドバイスと健康管理

（肥満への早期対応）

（H20.11月61.4kg→H21.5月68.6kg）
	・間食、夕食の過度の摂取が考えられるが、肥満の原因を一緒に考える。

・肥満傾向である原因をアセスメントし、情緒的因子であれば、ストレスとなっている原因を抽出して、対処行動について共に考える。

・肥満予防の資料提供、学習の必要性について説明する

・肥満リスクの認識が乏しいようであれば、本人承諾の上で外来時に情報提供し、食事、栄養指導などをしてもらう。

・体重計を購入し、定期的な体重測定と食事記録の記載を促す。

・改善ないようであれば、本人承諾の上、カロリー調整を「軽食喫茶あずみ野」に依頼。

・内服薬とアルコールのリスクについて説明。
	3ヶ月

	ＱＯＬを高める目的として社会参加の場の確保（旅行やイベントに興味あり）


	・当事者グループの会の情報収集及び提供とともに会の参加の支援をする。

・イベントの紹介と交通手段について情報提供し、一緒に考える。トイレが近い事を考慮する。

・遠距離の場合や泊まりがけの旅行の場合は、ご家族に協力を依頼する。また、てんかんがある為、医師に相談。


	3ヶ月

	金銭管理について
	・嗜好品の浪費面がある為、給料の使用使途を明確するとともに食費、日用品、たばこ代などの振り分けを一緒に行う。

・定期預金の確認と満期になった際の組み直しなど、手続きの同行支援。
	12ヶ月


プラン計画者　氏名：福士　一
姉　岩手県在住　煙草農家





父親 (H18.9.12死去)





三戸





母親（84）




















本人(38)








